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高
森
中
学
校
剣
道
部

四
年
ぶ
り
四
度
目
の
全
国
優
勝

　
８
月
17
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
静
岡

県
浜
松
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
43
回
全

国
中
学
校
剣
道
大
会
」
で
、
熊
本
県
代

表
（
男
子
団
体
）
と
し
て
出
場
し
た
高

森
中
学
校
剣
道
部
が
見
事
優
勝
。
４
年

ぶ
り
４
度
目
の
全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。

　

20
日
に
は
優
勝
パ
レ
ー
ド
に
続
き
、

▲決勝戦で静岡県代表の浜松中部中学校（写真左）と

全国大会の結果
◎１回戦
　高森中 ３－０ 壬生中（栃木）
◎準々決勝
　高森中 ４－０ 東海大浦安中（千葉）
◎準決勝
　高森中 ２－２ 国士舘中（東京）
　（代表戦）

◎決　勝
　高森中 ３－１ 浜松中部中（静岡）

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
で
優
勝
報
告
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
草
村
町
長
を
は
じ
め
、

多
く
の
来
賓
か
ら
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
贈
ら
れ
る
と
、
剣
道
部
員
た
ち
は

早
く
も
来
年
の
大
会
へ
向
け
た
決
意
を

披
露
し
て
い
ま
し
た
。

▲優勝パレードでは、高森中学校吹奏楽部とそのOB・OGらによるブラスバンド先導や、高森警察署に
よる交通整備など、多大なご協力をいただきました

kaz
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▲古庄高森中学校長があいさつしました▲部員一人ひとりに花束が贈呈されました

剣　道　部
スローガン
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水
みず
野
の
　義
よし
仁
ひと
君

（３年）
板
いた
井
い
　赳
たけ
城
き
君

（３年）
澤
さわ
邊
べ
　大

だい
護
ご
君

（３年）
河
こう
村
むら
　晋

しん
之
の
介
すけ
君

（３年）
梶
かじ
谷
たに
　彪
ひょう
雅
が
君

（３年）

剣道部を応援してくださった高森町のみなさま、剣道部を応援してくださった高森町のみなさま、
ご寄付、ご支援を賜りありがとうございました。ご寄付、ご支援を賜りありがとうございました。
今後とも日々努力、精進してまいります。今後とも日々努力、精進してまいります。

高森中学校　剣道部高森中学校　剣道部荒
あら
木
き
　優
ゆう
陽
や
君

（３年）

山
やま
永
なが
　將
しょう
太
た
君

（３年）
杉
すぎ
田
た
　龍
りゅう
太
た
郎
ろう
君

（２年）
渡
わた
辺
なべ
　彪

あや
斗
と
君

（２年）
矢
や
田
だ
　真

まさ
輝
き
君

（１年）
梶
かじ
谷
たに
　龍
りゅう
聖
せい
君

（１年）

瀬
せ
井
い
　敬
たか
悦
のぶ
君

（３年）

福
ふく
田
だ
　尚
しょう
太
た
朗
ろう
君

（１年）

継
勝
継
勝
を
体
現
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風風鎮鎮鎮祭祭祭ででは、天天天草草草草・牛牛牛深深深地地地域域域とととのの交交流流流をを盛盛盛りりりり上げようううととと、海海海や天天天草草草をををモモモチチーーーフフととしししたたた造造造造
りりり物物をを作作っったたり、、町町職職職員員員ととと住住住住民民にによよるるる牛牛牛深ハハハハイヤ踊踊りののの合合同同同練練練習習習ををを行行行うううななどど、高高森森森なななららででで
はののの歓歓歓迎迎をを行行いいまままししたたたた（（造造りりり物は７７面面面面にににに掲掲掲載載載）。。
高高高高森森町町とと天天草草草市市。阿阿蘇とと天天草草の自治治治体体体ががが「「「熊熊熊本本本ののの横横軸軸形形形成成成」」」をををを先先先頭頭頭頭ににになななっっっててて取取取りりり組組組むむむこここ

ととでで、、、、そそそののの後後後ののの地地地域域連連連携へ波及すするなどど多多多くくくののの効効果果果ががが期期期待待待さされれままます。
そそののののスススタタタートトトへへへ向向けけ、、大きくご尽尽力力いたただだだいいいたたた天天天草草草市市市のの安安安田田市市長、中中中村村村五五五木木木市市市議議、天草

市市役役所所所、、高高高森森森町町町ののの住住民民やや各各各種団体のの皆さまののおかかげげでで、今回のの風風鎮祭はは「「阿阿阿蘇蘇蘇蘇・・高高高森森ののおお
ももててなななししし」」をををを存存存分分分にに発発揮揮ししたたものとなりました。

８月月月月 17日日ととと 1188 日日ののの両両日日日、、、高高高森森森中中心心部部のの商商店街一帯で「風風鎮鎮祭祭祭」」がが開開催催催さされれまましした。
今今今回回のの特特色色色はは、熊熊熊本本本最最最西端端の天天天草草草市市役所牛牛深支所かかららら 4400 人人人ををを越越越越ええるる「「「牛牛深深ハハイイヤヤチチーー

ムム」」」がが参参加加ししし、町町町民民総総踊りとととスステテーージジでででハハイヤ踊りりをを披露したたたたここことです。
昨昨昨昨年年かからら始始始始ままっっったたた「「「阿阿阿蘇蘇・天天草草地地地域域域の横軸連携携」」を本気でで取取り組み、さささららにに加加速速さささせよ

うううとと、４４４４月月月月のののの「「「「牛牛牛牛深深深ハハハイイヤヤ祭祭りりり」」」に高森町かからら住民・職員員およそ 40人人人人がが参参加加ししましししした。
そそそののの席席席上上、天天草草市市市市ののの安安田田公寛寛市市長長ははは「「８８月月ののの風風風風鎮鎮鎮祭祭祭では牛深ハハイイイヤヤヤ踊踊踊りりをを披披披露露露ししたたいい」ととと
ああいいさささつつしし、今今回回回回の運運びびびとなりましたた（（（詳詳詳細細ははは５５５月月号に掲載載載））。。

「阿蘇と天草の横軸連携」が結実

「阿蘇・高森のおもてなし」で歓迎

特　集

4 Takamori.2013.9



5 Public Information

໓ऱ 3124特　集

8月17日
　風鎮祭は、午前零時の「目覚まし」で開幕。高
森市街地一帯に祭りの始まりを告げました。
　各地で行われた「子ども手踊り」や、熊本県警
音楽隊によるパレードが祭りを大いに盛り上げて
いきました。
　夕方になると、観光交流センターで開会式が開
かれ、勇壮な風鎮太鼓が披露されました。

　ここで、今回の特別ゲスト「天草市
役所・牛深ハイヤチーム」が合流。総
踊りに向け、多くの観客が中央四つ角
に集まると、祭りは最高潮へ。
　午後６時、町民総踊りでは「牛深ハ
イヤ節」と「高森音頭」を交互に踊り、
高森町と天草市の交流が一層深まりま
した。
　さらに、午後７時から観光交流セン
ターで牛深ハイヤの「舞台踊り」が披
露。息のそろった本場のハイヤ踊りに
歓声が上がりました。
　午後８時 30 分からは約 700 発の
打ち上げ花火が夜空を彩りました。

▲ハイヤ踊りに先立ち、あいさつする草村町長と安田天草市長（写真右端）
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8月18日
　２日目は五町の向上会競演が行われる中、
10時から観光交流センターで再び「牛深ハイ
ヤ舞台踊り」を披露しました。
　午後からも多くの団体が出演。会場からさか
んな拍手が送られました。

　午後６時からは神事「節刀渡し」が
執り行われ、年番の下町向上会が祭り
の一切が滞りなく終了したことを報告
し、祭りの一切を昭和向上会に引き継
ぎました。
　午後９時から中央四つ角の特設ス
テージで「にわかコンクール」が開催
され、多くの参加者が見守る中、五組
向上会が腕を競いました。

神事「節刀渡し」
年番が下町向上会から昭和向上
会へ引き継がれました

にわかコンクール
　優勝はɻ͢ᄎ͢Ϝɼ
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໓ऱ 3124特　集

▲天草名物　天空まぐろ（下町二組）

▲武将くまモン（昭和向上会）

▲こりゃ何ジャ海蛇ジャ（横町造り物愛好会）

▲天草の太刀魚（下町五組） ▲キョロちゃん（上町向上会）

▲牛深ハイヤを躍るガラカブ（下町三組） ▲山ん河豚（昭和四一会） ▲キングコブラ（昭和六組）

造り物
審査結果

▲ハイヤを踊る鯱（旭通下組）

▲高森風鎮祭で天草観光を招くシオマネキ
　（旭通上組）

▲じぇじぇじぇ　かまきり（上町上組）

特賞

金賞

銀賞

金賞金賞

銀賞 銀賞 銀賞

銅賞 銅賞銅賞

　８月 18日、午後３時 30分
から造り物を引き回す「山引
き」が行われました。
　今回作られた造り物は 11
基。審査結果は次のとおりで
す。おめでとうございます。

熊本市
現代美術館賞
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　７月10日から31日まで実施した高森温泉館の今後の運営等についてのアンケートにご協力い
ただきありがとうございました。
　町では、皆様からいただきましたアンケート結果を十分考慮して、今後、高森温泉館をどの
ように取り扱うかを慎重に判断いたします。

●回答数
　〇調査対象：2,594世帯
　　　　※６月20日現在住民基本台帳による世帯（2,806世帯）のうち、あて先不明、入院及び

施設入所（212世帯）を除いたもの。
　〇回　答　数：2,364世帯
　〇回　答　率：91.1%

Ｑ１　温泉館をどれくらい利用されていますか？
　〇週１回以上利用している

との回答（13％）を含め、
年に１回以上は利用して
いるとの回答が約59％で
あり、ほとんど利用して
いないとの回答が約41％
でした。

※　無記入の場合などがあるため、質問項目ごとの回答数の合計は、アンケートの回答数（2,364）に一致しません。

Ｑ２　温泉館は今後どのようにすべきだと思いますか？
　〇温泉館は運営を続けるべきかどうかについて、「はい」との回答が1,291人（69.9%）で、
そのうち、「町が直営すべき」が860人（全体の46.4%）「民間会社に委託すべき」が431
人（全体の23.3%）でした。

　〇また、「いいえ」との回答は555人(30.1%)で、そのうち、「売却すべき」が425人（全体
の23.0%）「閉館すべき」が130人（全体の7.1%）でした。

高森温泉館アンケート結果について

Q２－１　温泉館は運営を続けるべきである

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

はい

1,291

いいえ

（69.9%） （30.1%）

555

Q２－２　温泉館を今後どのようにすべきか

0

200

400

600

800

1,000

直営

860

民間委託

431

売却

425

閉館

（46.6%） （23.3%） （23.0%）

※Q２－１で「はい」と回答 ※Q２－１で「いいえ」と回答

（7.1%）

130

Q1　どのくらい利用しているか

0
週１以上

282

月数回

322

年数回

660

利用なし

（13.1%） （15.0%） （30.8%） （41.1%）

883

200

400

600

800

1,000
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※　主な回答理由
（町が直営すべき）
　・　営利目的でなく、福祉、健康増進などの目的がある
　・　赤字でも継続してほしい
　・　町のシンボルでありなくなると寂しい　など
（民間会社に委託すべき）
　・　民間の努力、アイデア等が期待される
　・　赤字解消につながる
（売却すべき）
　・　赤字であれば売却すべき、税金の無駄遣い
　・　固定資産税が入ったほうが良い（毎年約350万）
（閉館すべき）　　　
　・　赤字のため

Ｑ３　温泉館の「入館料」についてどのように思いますか？
　〇温泉館の入館料については、

「適当」との回答が約47％、
一方で「安い」との回答も約
43％ありました。

Ｑ４　温泉館の「営業時間」についてどのように思いますか？
　〇温泉館の営業時間について

は、「適当」との意見が約
72％でした。

Ｑ５　温泉館の「閉館日」についてどのように思いますか？
　〇温泉館の閉館日については、
「適当」との意見が約67％で
した。

Q３　入館料についてどう思うか？
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適当 高い 安い その他 わからない

（46.8%） （1.4%） （42.6%） （3.7%） （5.5%）
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Q４　営業時間についてどう思うか？
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（71.8%） （10.5%） （6.7%） （2.7%） （8.3%）
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100
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Q５　閉館日についてどう思うか？
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（67.4%） （17.7%） （1.6%） （1.8%） （11.5%）
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ASOたかもりウォーキング大会

お問い合わせは、高SPO事務局　（62）2991までご連絡ください。

①根子岳パノラマコース（約８㎞）　定員 500名
〈町民体育館～前原～鍋の平キャンプ場～小倉原公民館～国道265号線～休暇村～町民体育館〉

②東外輪絶景コース（約 20㎞） 　　 定員 150名
〈町民体育館～村山～清栄山入口～頂上～高尾野集落～赤羽根集落～旧赤羽根林道入口～小倉原牧野～国道 265線～町民体育館〉

参加費：親子で 500円（10組限定）
　　　　※保険料込みで適用は高SPOの範囲内です。
年　齢：０歳～未就学児（兄弟なら就学児も可）
服　装：汚れてもよい服（長袖、長ズボン、帽子）
　　　　歩きやすい靴（又は長靴）、水筒、雨天時は
　　　　カッパ
予約&お問い合わせ：0967（62）0911
主　催：ねこのあくび
共　催：高SPO
協　力：南阿蘇ビジターセンター

　10月 13 日（日）高森町民体育館をメイン会場に、「第
２回ASOたかもりウォーキング大会」を行います。去年
と同じ８㎞のコースに加え、マニアにはたまらない 20㎞
コースを新設しました !!

　高森の秋の訪れを感じ、他の参加者の方と交流しなが
らウォーキングを楽しみませんか？みなさんの参加をお
待ちしています！

　

と
コ

　
ら
待

高 SPO会員 500 円 （中学生以下） 200 円 

一 　　般 1,000 円 （中学生以下） 500 円 

事前受付中です。どなたでも参加できます！
定員になり次第、終了させていただきます。

パンフレット、申込用紙については別途お
問い合わせください。HPからもご確認でき
ます。

参加費

９月 28日（土）雨天決行
９：30受付
10:00 ～ 12:00

南阿蘇ビジターセンターにて

ホームページ
http://www.takaspo.jp/

　　 ※スマホ、携帯から
　　 　でも閲覧可能です。
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伝
え
た
い
、
伝
統
芸
能
の
心

　

弥
生
時
代
中
期
か
ら
晩
期
に
か
け
て
の

集
落
群
で
あ
る
「
幅
・
津
留
遺
跡
」。
発

掘
に
入
り
七
年
経
つ
そ
う
で
す
。

　

建
設
予
定
道
路
面
積
部
分
の
発
掘
で
し

か
な
い
の
に
、
そ
の
出
土
品
の
多
さ
と
、

石
器
か
ら
鉄
器
に
至
る
と
い
う
時
代
を
映

す
か
の
よ
う
な
種
類
の
豊
富
さ
に
お
ど
ろ

か
さ
れ
ま
す
。

　

最
近
発
掘
さ
れ
た
墓
地
群
を
見
る
と
、

整
然
と
東
西
に
並
び
、
子
供
達
の
墓
地
で

あ
る
そ
う
で
す
。

　

古
代
の
人
々
の
、
東
よ
り
日
い
で
て
西

に
沈
む
太
陽
の
動
向
に
な
ぞ
ら
え
、
悲
し

み
の
中
に
東
西
に
墓
地
を
構
え
、
新
し
い

生
命
の
来
る
事
を
願
い
送
っ
た
で
あ
ろ

う
、
墓
地
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
た
だ
そ
の
数
の
多
さ
に
驚
く
一
方
、

副
葬
品
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
真
っ
赤
な
ベ

ン
ガ
ラ
を
用
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
墓
地
の
多
さ
か
ら
み
て
、
か
な
り

の
人
口
を
も
っ
た
集
落
が
あ
っ
た
と
予
想

さ
れ
、集
落
と
い
う
表
現
よ
り
「
大
都
市
」

の
方
が
的
確
な
表
現
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会
会
長　

本
田　

研
一

　

現
在
発
掘
過
程
で
の
注
目
点
は
、
中
国

の
書
「
三
国
志
」
の
な
か
の
「
魏
志
倭
人

伝
」
に
出
て
く
る
「
倭
」
の
国
に
対
し
て

の
表
現
が
、「
幅
・
津
留
遺
跡
」
の
出
土

品
と
似
て
お
り
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
か

ら
「
魏
志
倭
人
伝
」
に
出
て
く
る
「
ク
ニ
」

で
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
だ
発
掘

途
中
で
あ
り
、
鉄
を
鋳
る
釜
な
ど
大
型
の

も
の
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
東
西
の
ム
ラ
に
は
、
石
の
立
柱

が
根
子
岳
に
向
か
っ
て
立
っ
て
お
り
、
そ

れ
は
特
別
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
立
柱
が
指
す
根
子
岳
の
前

面
に
、
大
型
の
釜
戸
跡
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
調
査
は
さ
れ
ず
、
地
権
者
か
ら
の

連
絡
で
私
が
見
た
だ
け
に
す
ぎ
ず
、
現
在

は
そ
の
ま
ま
に
埋
め
戻
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
釜
戸
跡
と
思
わ
れ
る
地
点
か
ら
、
農

地
の
表
面
に
露
出
し
た
石
器
や
土
器
片
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
以
前
書
い

た
「
上
色
見
年
の
祢
神
社
」
の
す
ぐ
上
の

畑
で
す
が
、
そ
の
付
近
か
ら
純
金
の
か
け

ら
も
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
幅
・
津
留
遺
跡
は
、
そ
の
面
積
、

規
模
か
ら
し
て
、
佐
賀
県
の
吉
野
ヶ
里
遺

跡
を
し
の
ぐ
も
の
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
だ

け
の
規
模
を
有
し
た
遺
跡
の
存
在
は
日
本

古
代
史
に
、
新
た
な
ペ
ー
ジ
を
書
き
添
え

る
も
の
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

幅
・
津
留
遺
跡
の
真
横
に
当
た
る
地

点
、
国
道
沿
い
に
「
豆
塚
」
と
言
わ
れ
る

古
墳
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
真
横
、
川
を
は

さ
み
色
見
に
も
一
基
あ
り
ま
す
。
ま
だ
調

査
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
町
指
定
の
文
化
財

に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
す
が
、
こ
の
遺
跡

群
と
の
関
連
か
ら
考
え
る
と
、
お
も
し
ろ

い
結
果
を
導
き
出
す
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。こ
の
塚
は
年
代
も
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、

た
だ
豆
塚
と
呼
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

先
に
子
供
の
墓
地
を
書
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
集
合
墓
地
と
し
て
子
供
用
の
塚
し

か
ま
だ
出
て
き
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
こ

の
ム
ラ
を
治
め
た
人
達
の
墓
地
は
ま
だ
発

見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
周
辺
地
域
か
ら
そ
の

よ
う
な
塚
の
存
在
を
示
す
様
な
個
所
は
、

ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

私
達
が
親
し
み
を
込
め
て
呼
ん
で
い
た

豆
塚
が
、
こ
の
「
幅
・
津
留
遺
跡
」
の
象

徴
的
な
も
の
と
す
れ
ば
、
あ
の
位
置
に
存

在
す
る
事
も
う
な
ず
け
ま
す
。
ち
ょ
う
ど

時
代
的
に
「
女
王
卑
弥
呼
」
が
登
場
す
る

時
代
で
す
。

　

幅
・
津
留
遺
跡
は
、
弥
生
時
代
を
も
っ

て
終
わ
り
ま
す
。
そ
の
後
に
興
る
古
墳
時

代
の
遺
跡
。

　

高
森
中
央
小
学
校
か
ら
上
色
見
大
村
古

墳
、
そ
し
て
草
部
吉
見
神
社
周
辺
に
点
在

す
る
遺
跡
群
。
南
阿
蘇
村
一
帯
に
も
影
響

を
も
た
ら
し
た
、
幅
・
津
留
遺
跡
の
先
人

達
。
古
代
史
に
お
い
て
は
、
ど
こ
よ
り
こ

の
地
域
の
優
位
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

新
し
い
歴
史
の
ペ
ー
ジ
を
開
く
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

▲幅・津留遺跡（高森・津留）
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　小国町のほぼ中心、宮原一番街は、小国郷の総鎮守とされる小国両神社の門前町として古くから賑わいました。
小国郷開拓の祖といわれる高橋宮、火宮という二柱を祀る両神社の門前で商いをしていた露天商たちが、やがて
この地に定住するようになり、現在までつづく商人街がかたちづくられていきました。
　細川藩の時代には、藩令により杉の挿し木が行われ、小国町は木材の一大産地として大いに栄えました。宮原
一番街には、木材の町ならではの太い柱や大きな梁をもつ重厚な町屋が軒を連ねています。
　宮原一番街は、歴史的な町並みであることが認められ、「くまもと歴町50選」に選定されました。

◆次回のコラムは、産山村が担当します。

法律問題
― 相続（遺留分について）―

਼َੀਓऒऻोਵُ9RO��
　今回は、国史跡指定を受けた豊後街道を紹介します。
　豊後街道は、熊本城下から大分県の豊後鶴崎を結ぶ全長
124㎞の街道であり、加藤清正等歴代熊本藩主の参勤交代や、
中九州における流通往来に利用された重要な歴史の道です。
　豊後街道のうち阿蘇市の二重峠、狩尾地区、滝室坂、街道
沿いに残る的石御茶屋跡、産山村の弁天坂、境の松坂の６ヵ
所が指定されました。
　急峻な坂道には、街道整備時に掘りこんだと思われる「岩
坂村（現大津町）つくり」と刻まれた石畳や、「水切り」と呼
ばれる排水施設などがあり、自然環境に対応した先人の知恵を
知ることが出来ます。今回の指定を機に、是非訪れてみてくだ
さい。

コラム第 12回　　　　　「商人たちがつくる町並み　宮原一番街」　　　　  　担当：小国町

　法律上、一部の相続人には遺留分（いりゅうぶん）という権利が認められています（民法1028条）。
　亡くなった人がいる場合に、その人が作成した遺言が残されていれば、基本的には亡くなられた人
の考えを尊重して、遺言に書かれた内容に基づき相続財産が分割されることになります。しかし、「一
部の人にのみ財産を譲る」という内容の遺言が残されていた場合には、それ以外の家族は何も相続財
産が残されないことになってしまいます。
　そこで、法律上、残された相続人の生活を保証するため
に「遺留分」という権利が認められ、たとえ遺言書が残さ
れている場合であっても、相続財産の一部を最低限相続で
きるものとして保証しています。遺留分が認められうるの
は、配偶者、子及び直系尊属（亡くなった人の父母など）
といった相続人です。
　相続人が遺留分を請求したい場合には、原則として、相
続が始まったことや遺言の内容を知ったときから１年以内
にその請求をしておく必要があります。遺留分の請求には
法律上期限が設けられていますので、遅れないように注意
しましょう。

法テラス高森法律事務所

↓豊後街道の写真等はこちらから↓
http://www.asosekaibunkaisan.com/property/bungo.html
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７月 22日（月）～ 23日（火）　「日本で最も美しい村」連合　認定審査
７月 24日（水）　中九州・地域高規格道路促進期成会総会（ 大分県竹田市）
７月 26日（金）　熊本阿蘇幹線道路整備促進期成会（大津町）
７月 29日（月）　世界農業遺産推進協議会（阿蘇市）
７月 31日（水）　政策説明会（上町）
８月　２日（金）　政策説明会（下町）
８月　4日（日）　第 29回阿蘇郡市人権同和教育研究大会（産山村）
８月　８日（木）　南郷塾寺子屋視察（高森高校）、政策説明会（昭和・旭通・横町）
８月 13日（火）～ 15日（木）　初盆参り
８月 17日（土）～ 18日（日）　風鎮祭（開会式、五穀豊穣祈願祭、表彰式、神事等）

●58回の公務・会議への参加の一部です。
●他、50回の準公務・政治活動への参加を行いました。

お悔やみ
（平成25年度　７月 21日～８月 20日）

予算は１年間で 24万円です。（交際費の内の弔費分です）
現在の残りの額は　17万円です。

金　額 分　類 主な内容 備　考
26,000 円 弔　費 　香典代 －－－－－－

※交際費での支出は「公的な行事」のみです。
※「公的な行事」の後の２次会、その他の会費、経費は全て自己負担となっています。

町長交際費
（平成25年度　７月 21日～８月 20日）

交際費の予算は１年間で 100万円です。
現在の残りの額は 60万 800円です。

日　時 金　額 分　類 主な内容 備　考
７月25日 　5,000 円 御　樽 根子岳復興祭 根子岳復興祭実行委員会
７月 26日 10,000 円 御　樽 新規採用職員農業研修に伴う懇親会 受入農家代表　荒牧光博
８月　３日 20,000 円 御　樽 梅香苑　夏祭り 特別養護老人ホーム　梅香苑
８月　５日 　5,000 円 御　樽 水路大規模改修事業経過報告会 芹口・草部土地改良組合
８月　６日 10,000 円 会　費 熊本県議会副議長就任祝賀会 阿蘇市町村会
８月 12日 　5,000 円 祝　費 第 14回　標高 700メートル納涼祭 標高700㍍納涼祭実行委員会
８月 13日 152,000 円 御霊前 初盆供養（76世帯× 2,000 円） 初盆供養者
８月 13日 5,000 円 御　樽 上色見夏祭り 上色見をよくする会
８月 14日 5,000 円 祝　費 第3回　草部北部夏まつり「かえってこんか～い」 草部北部校友会
８月 14日 5,000 円 祝　費 山鳥　納涼祭 山鳥壮年会
８月 15日 5,000 円 祝　費 妙見やまめ祭 ヤマメ祭実行委員会
８月 15日 5,000 円 祝　費 第４回　奥阿蘇ふるさとまつり 草部地区活性化委員会
８月 18日 33,000 円 土産品代 風鎮祭　天草市へのお土産代 天草市

（７月21日～８月20日）
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▼映像を交え、武雄市の取り組みを解説する樋渡市長

第１回　たのしく観光立町講演会

樋
ひわ

渡
たし

啓祐武雄市長が来町
　８月 22日、高森町の観光立町実現に向け
た「平成 25年度第１回たのしく観光立町講
演会」が開催され、町内外から約 150 人が
参加しました。
　「日本で最も有名な市長」の一人といわれ
る佐賀県武雄市の樋渡啓祐市長を講師に招
き、「気持ちの良い空間」と題し講演が行わ
れました。
　その中で、市立図書館や市民病院の改革な
ど武雄市で行った取り組みと、インターネッ
ト通信販売の世界進出など今後の展望を紹介
しました。
　　樋渡市長は、こうした取り組みを行う中
で次の点を強調しました。

▲講演後、多くの参加者から感想と質問が寄せられました ▲講評に耳を傾ける樋渡市長

（１）スピードは最大の付加価値。
（２）議論を重ねるよりまず実行。
（３）良いものを徹底的にまねる。
（４）成功体験を学び、改善・変化させることで新たな価
　　値を生み出す。
（５）公平なルールを作り、競争を促す。
（６）ほめることが大事。
　また、高森町の感想を「緑が濃く、空気がきれいで人も
いい。」と述べ、高森の良さを住民から発信することが重
要と訴えました。

▲武雄市の取り組みを語る樋渡市長
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南郷塾寺子屋

熊本大生と実験・実習活動
　８月８日、高森高校で町内の小中高生を対象にした
「寺子屋」が行われ、約 100人が参加しました。
　これは熊本大学理学部が３年前から高森町と連携し
て取り組んだものです。
　参加した児童、生徒たちは体育館で行われた実験教
室や、熊本大学の学生や留学生と英語で会話をしなが
ら行った料理教室など、盛りだくさんの催しを楽しん
でいました。

社倉クラウンズ

棚田にヒガンバナを植栽
　７月 20日、社倉クラウンズ（会長・甲斐三郎さん）
が草部地区の国道 325 号線沿いの棚田にヒガンバナ
の球根を植栽しました。これは、町のコミュニティ活
動推進事業補助金を活用して行われたものです。
　今後も吉見神社までの棚田に対し、継続的に植栽し
ていく予定です。

高森東保育園

くまモン木像が寄贈される
　７月 16日、高森東保育園にくまモンの木像が贈ら
れました。これは、チェンソーアートクラブ熊本阿蘇
支部の貞弘啓知さん（色見・小倉原）がチェンソーを
使い、制作したものです。
　さっそく玄関に置かれたくまモンを見た園児たちは
「かわいい」「よくできている」と感心していました。

▲制作者の貞弘さん（最後列左から２人目）と園児たち ▲社倉クラウンズのみなさん

▲明かりを当ててソーラーカーを動かしていました

ＪＡ阿蘇南部トマト部会

幼稚園・保育園へトマトを贈呈
　８月 20日、高森幼稚園、高森保育園、色見保育園、
高森東保育園の園児にトマトが贈呈されました。
　これは、ＪＡ阿蘇南部トマト部会（会長・岩下雅文
さん）が園児たちにおいしいトマトを食べてもらいた
いと毎年行っているものです。
　このうち、高森保育園ではトマトを受け取った年長
園児が「おいしくいたただきます」と笑顔でお礼の言
葉を伝えていました。

▲トマトを受け取った高森保育園の園児たち
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　７月 23 日、南阿蘇畜産農業協同組合家畜市場で「第
54回高森町優良子牛保留奨励品評会」が開催され、町内
の畜産農家のべ 29戸から 63頭が出陳しました。
　審査の結果、以下の牛が各部門の最優秀賞に選ばれまし
た。おめでとうございます。
●褐毛（若令の部）　優等　しげかつ号（白石吉勝さん）
　　　 （壮令の部）　優等　だいまる号（高倉清孝さん）
●黒毛（若令の部）　優等　ともよ号　（松尾治実さん）
　　　 （壮令の部）　優等　ふくひさ号（小嶌孝生さん）
※なお、全体のグランドチャンピオンには、高倉清孝さん
の「だいまる号」が選ばれました。

農業専任アドバイザー
甲斐幸一さん（下切）が就任

　７月 22 日、甲斐
幸一さん（下切・下
切）が農業専任アド
バイザーに就任しま
した。
　40 年の長きにわ
たりＪＡに勤務され

た経験を活かし、主に草部出張所で営農相談
や担い手支援、農地の集積活動や地域営農組
織の設立推進窓口の業務を行います。

岳寿会 30周年記念特別講演会

三遊亭歌之介さんが講演
　８月４日、高森総合センターで落語家の三遊亭歌之介さん
による記念講演会が行われました。
　これは、社会福祉法人「岳寿会」の設立 30周年を記念し
たもの。「心に響く笑いと涙の人生学」と題し、歌之介さん
の少年時代や家族、時事問題を鹿児島弁を交えて語ると、会
場は終始笑いに包まれていました。

▲軽妙なトークを展開する三遊亭歌之介さん

▲手塩にかけて育てた牛がそろいました

南阿蘇えほんのくに誕生祭

子どもたちが参加者を歓迎
　８月３日から４日にかけて、「南阿蘇えほんのくに
誕生祭」が高森町、南阿蘇村の８会場で行われました。
　オープニングセレモニーが３日、高森駅広場で行わ
れ、高森保育園児による合唱や中央小学校音楽部によ
るリコーダー
演奏のほか、
地元名産品や
雑貨を販売す
るマルシェが
開かれ、参加
者を楽しませ
ていました。

▲参加者を子どもたちが笑顔で迎えました

第54回高森町優良子牛保留奨励品評会

次世代の繁殖牛を育成
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草部吉見神社夏祭り

伝統の舞が見物客を魅了
　７月 31日、草部吉見神社で夏季大祭が行われ、午
前中の神事に続き、午後から大小２基の御輿が石段を
上り下りしました。
　その後、神楽の奉納と読み聞かせグループによる大
型紙芝居「吉見神のはなし」が行われました。

高森阿蘇神社　夏季大祭

今も伝わる地域の伝統行事
　７月 30日、高森阿蘇神社で夏季大祭が行われまし
た。これは毎年 7月 30 日に行われる祭りで、神事、
古伝神楽の奉納に続き、祭り唄「御唄」に合わせて２
基の御輿を中心に御幸行列が町を練り歩きました。

▲太鼓を打ち、御唄に合わせて町中を練り歩きました ▲２基の御輿が石段を上り、各地を練り歩きました

▲草村町長（写真左端）と61団体の中から受賞されたみなさん

高森湧水トンネル七夕飾りコンテスト表彰式

色見保育園が見事特賞を受賞
　８月 27日、高森湧水トンネル公園「七夕飾りコン
テスト」の表彰式が高森町役場で行われました。
　これは「七夕まつり」期間中の 7月６～７日に投
票が行われたものです。審査結果は次のとおりです。
おめでとうございます。
●特賞／色見保育園　●金賞／高森東保育園
●銀賞／仲良し親子２・仲良し親子３
●銅賞／高森幼稚園・肥後銀行高森支店
●アイデア賞／高森保育園・ＴＪＦ８・（株）伊澤製
作所・ベビーの託児室アンジェリカ・くまもと江津
湖通園センター

高森町と岩下株式会社が企業立地協定

ベビー服の工場を建て替え
　７月 26日、高森総合センターで高森町と岩下株式
会社（本社・東大阪市）との間で工場建て替えに関す
る企業立地協定の調印式が行われました。
　岩下株式会社は昭和 48 年から高森町で工場を稼
動。生産ライン強化のため工場の建て替え、増設を行
うものです。
　工場の完成に伴う従業員の新規雇用も計画され、高
森町の産業のさらなる発展が期待されます。

▲調印後、握手を交わす（左から）草村町長、岩下株式会
社の岩下眞彰社長、立会人の真崎熊本県商工観光労働部長
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出 動動動動動動

地
域
の
安
心
安
全
を
守
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

◎
熊
本
県
で
は
、
現
在
２
機
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
み
な
さ
ん
の
安

全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
為
に
活
躍
中
で
す
。

◎
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
要
請
・
運
航
の
流
れ

◎
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
ポ
イ
ン
ト

・
ヘ
リ
は
、
１
１
９
番
通
報
を
受
け
た
消
防
本
部
が
必
要
性
を
判

断
し
て
要
請
し
ま
す
。

・
ヘ
リ
は
、
安
全
運
航
の
為
、
日
没
後
や
、
悪
天
候
時
は
運
航
で

き
ま
せ
ん
。

・
ヘ
リ
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
に
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
、
広
場
に
着

陸
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ヘ
リ
の
周
囲
は
非
常
に
危
険
で

す
の
で
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
南
部
分
署　

℡
（
６
２
）
９
０
３
４

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
森
警
察
署　

℡（
６
２
）０
１
１
０

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
税
務
署　

℡
０
９
６
７
（
２
２
）０
５
５
１

利
用
可
能
な
手
続

○
申
告
…
…
所
得
税
、
贈
与
税
、
法
人
税
、
消
費
税
、
酒
税
及
び
印
紙
税

○
納
税
…
…
全
て
の
国
税

○
申
請
・
届
出
等
…
納
税
証
明
書
の
交
付
請
求
、
各
種
法
定
調
書
、
各
種
異

動
届
出
書
な
ど

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
に
は

○
電
子
証
明
書
等
の
準
備 

※
電
子
証
明
書
が
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
格
納
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
必
要
で
す
。

○
利
用
者
識
別
番
号
等
の
取
得 

※
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
始
届
出
書
を
提
出
す

れ
ば
、
即
時
に
発
行
（
通
知
）
さ
れ
ま
す
。

○
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
や
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
）
等
か
ら
電
子

証
明
書
等
を
登
録
（
初
期
登
録
）

※
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
無
償
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
）
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
や
パ
ソ
コ
ン
へ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
せ
ず
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
の
入
力
に
よ

り
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
申
請
や
帳
票
表
示
が
で
き
ま
す
。

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
受
付
時
間
の
延
長
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
８
月
１
日
（
木
）
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
受
付
終
了
時
間
が
21
時

か
ら
24
時
へ
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.e-tax.nta.go.jp

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
利
用
開
始
の
手
続
、
受
付
時
間
、
パ
ソ
コ
ン
の
環
境
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ

ト
の
操
作
方
法
、
よ
く
あ
る
質
問
な
ど
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
関
す
る
最
新
の
情

報
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
前
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
「
平
成
25
年　
秋
の
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

１　
運
動
の
目
的

　
・
広
く
国
民
に
交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
る
こ
と

　
・
県
民
自
身
に
よ
る
道
路
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
り

　
　
組
み
を
推
進
す
る
こ
と

２　
期
間

　
９
月
21
日
（
土
）
か
ら
９
月
30
日
（
月
）
ま
で
の
10
日
間

３　
期
間
中
の
行
事

　
（
１
）
秋
の
交
通
安
全
運
動
出
発
式

　
　
　
　
日
時
：
９
月
20
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　
　
　
　
場
所
：
あ
そ
望
の
郷
（
南
阿
蘇
村
）

　
（
２
）
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

　
　
　
　
９
月
30
日
（
月
）

４　
運
動
重
点
等

　
（
１
）
運
動
の
基
本

　
　
　
　
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」

　
（
２
）
運
動
の
重
点

　
　
　
○　
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の

交
通
事
故
防
止
（
特
に
、
反
射
材
用
品
等
の
着
用
の

推
進
及
び
自
転
車
前
照
灯
の
点
灯
の
徹
底
）

　
　
　
○　
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　
　
　
○
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
◆
９
月
11
日
は
「
警
察
相
談
の
日
」
◆

　
　
警
察
の
窓
口
及
び
電
話
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　
　
警
察
相
談
専
用
電
話　
＃
９
１
１
０

遭難者の捜索・救助や山火事が発生
した時に消防機関が要請します。

重篤な急病人や負傷者が発生した時
に消防機関が要請します。

防災消防ヘリ「ひばり」

ドクターヘリ

事故・急病人の発生

消 防 本 部

県防災航空センター
（阿蘇熊本空港内）

救助隊員を現場
へ投入すること
が出来ます。

医師・看護師を
現場へ投入する
ことが出来ます。

防災消防ヘリ
「ひばり」 ドクターヘリ

119 番
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国民年金だより
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人じ
ん

権け
ん

同ど
う

和わ

啓け
い

発は
つ

係か
か
り

国民年金保険料の免除・納付猶予について
　国民年金保険料の免除（全額免除・一部納付）・
若年者納付猶予・学生納付特例の承認を受けた期
間がある場合、保険料を全額納めたときよりも老
齢基礎年金の受け取り額が少なくなります。
　将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、
これらの期間の保険料を 10年以内にさかのぼっ
て納める（追納）ことができます。
　ただし、免除等の承認を受けた期間の翌年度から起算して３年度目以降に追納すると、当
時の保険料額に一定の加算額が上乗せされます。
　また、追納する場合には、先に経過した月の分から順次納めていただくことになります。
　※追納のお申し込みは熊本東年金事務所（℡ 096（367）2503）で行ってください。
●これからの年金相談（毎月第 4金曜日）
　　９月 27日（金）　　10月 25日（金）　※事前に予約が必要です

■お問い合わせ先　住民福祉課福祉係　℡（６２）１１１１（内線１３２）

■
お
問と

い
合あ

わ
せ
先さ
き

　

熊く
ま

本も
と

県け
ん

中ち
ゅ
う

央お
う

児じ

童ど
う

相そ
う

談だ
ん

所し
ょ　

℡
０
９
６
（
３
８
１
）
４
４
５
１

　

住
じ
ゅ
う

民み
ん

福ふ
く

祉し

課か　

福ふ
く

祉し

係が
か
り

　

  　

℡
（
６
２
）
１
１
１
１
（
内な
い

線せ
ん

１
３
２
）
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マ
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
新
種
の
感
染
症
「
重
症

熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）」
を

ご
存
じ
で
す
か
？
県
内
で
は
す
で
に
２
例
発
生

し
て
お
り
、
特
効
薬
は
な
い
う
え
、
致
死
率
は

10
数
％
と
命
に
関
わ
る
病
気
で
す
。

　
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
の
感
染
を
予
防
す
る
に
は
、
マ
ダ

ニ
に
か
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
以
下
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
森
林
や
草
地
な
ど
マ
ダ
ニ
が
多
く
生
息
す
る

場
所
に
入
る
場
合
に
は
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、

足
を
完
全
に
覆
う
靴
な
ど
を
着
用
し
、
肌
の

露
出
を
少
な
く
す
る
。

②
屋
外
の
活
動
後
は
、
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
て
い

な
い
か
を
確
認
す
る
。

③
吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
に
気
付
い
た
ら
、
速
や
か

に
病
院
で
処
置
を
す
る
。

④
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
た
後
に
発
熱
等
の
症
状
が

あ
っ
た
ら
、
病
院
へ
受
診
す
る
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
蘇
保
健
所　
保
健
予
防
課

　
℡
０
９
６
７
（
３
２
）
０
５
３
５

平
成
25
年
度
第
４
回
文
化
財
研
修
会

　

熊
本
県
文
化
財
保
護
協
会
と
高
森
町
教
育
委

員
会
の
主
催
で
、
左
記
の
と
お
り
「
文
化
財
研

修
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
９
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
会
場　
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー

■
講
師　
馬
場
正
弘
先
生
（
熊
本
県
教
育
庁

　
　
　
　

教
育
総
務
局
文
化
課
参
事
）

■
主
題　
「
幅
・
津
留
遺
跡
の
最
新
の
調
査
報
告
」

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会　
社
会
教
育
係

　
℡
（
６
２
）
１
１
１
１
（
内
線
２
４
３
）

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

■
日
時　
10
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
（
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

　
　

※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い

■
相
談
担
当
者

　

法
務
局
職
員
、
司
法
書
士
、

　

土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員

ジ
ョ
ブ
ナ
ビ
２
０
１
３

学
生
等
就
職
面
接
会
の
ご
案
内

国民健康保険税第５期の納期限は９月 30 日（月）です。／高森町役場　健康推進課

■
相
談
内
容

　

相
続
、
遺
言
、
不
動
産
登
記
、
戸
籍
、
供
託
、

人
権
に
関
す
る
事
項
等

　

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

■
会
場

　

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

　
（
菊
池
郡
大
津
町
引
水
７
１
０
の
５
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

　
℡
０
９
６
（
２
９
３
）
２
２
７
２

■
日
時　
９
月
25
日
（
水
）
12
時
45
分
〜
16
時

■
会
場　
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

　
　
　
　
（
上
益
城
郡
益
城
町
福
富
１
０
１
０
）

■
参
加
対
象
者

　
　

大
学
（
院
）・
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学

　

校
・
専
修
学
校
を
来
春
卒
業
予
定
の
就
職
未

　

内
定
の
人
、
上
記
学
校
を
卒
業
後
お
お
む
ね

　

３
年
以
内
の
人
（
27
年
３
月
卒
業
予
定
者
、

　

高
校
卒
業
予
定
者
を
除
き
ま
す
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
安
定
課

　
℡
０
９
６
（
２
１
１
）
１
７
０
３

ダ
ニ
媒
介
性
疾
患
の
予
防
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
か
？
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熊
本
県
で
は
、
結
核
予
防
週
間
に
併
せ
て
、

結
核
へ
の
関
心
が
高
ま
る
よ
う
普
及
啓
発
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

結
核
は
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

日
本
で
は
年
間
２
万
２
千
人
以
上
、
県
内
で
も

３
百
人
以
上
が
新
た
に
結
核
に
か
か
っ
て
お

り
（
平
成
23
年
）、
今
で
も
重
大
な
感
染
症
の

一
つ
で
す
。

　

早
期
発
見
の
た
め
、
65
歳
以
上
の
方
は
年
に

一
回
は
定
期
健
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
）

を
受
け
ま
し
ょ
う
！

■
結
核
の
症
状

　

結
核
の
初
期
症
状
は
風
邪
と
よ
く
似
て
い

ま
す
。
次
の
よ
う
な
症
状
が
続
く
場
合
は
、
早

め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

〇
せ
き
が
２
週
間
続
く
、
〇
痰
が
出
る
、

　

〇
体
が
だ
る
い
、
〇
急
に
体
重
が
減
る

※
高
齢
者
の
場
合
は
、
せ
き
が
な
い
等
、
症
状

　

が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
蘇
保
健
所　
保
健
予
防
課

　
℡
０
９
６
７
（
３
２
）
０
５
３
５

行
政
書
士
制
度
広
報
月
間

無
料
電
話
相
談
会
の
ご
案
内

　

10
月
は
「
行
政
書
士
制
度
広
報
月
間
」。

　

今
年
も
電
話
無
料
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

■
無
料
相
談
内
容

　

○
各
種
許
認
可
・
登
録
に
関
す
る
こ
と

　
（
例
）
建
設
業
・
運
送
業
・
風
俗
営
業
・
開
発
・

　
　
　

農
地
転
用
・
車
庫
証
明
・
車
両
登
録
・

　
　
　

在
留
資
格
な
ど

　

○
会
社
・
医
療
法
人
・
公
益
法
人
等
の
法
人

　

熊
本
地
方
法
務
局
が
無
料
の
登
記
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
土
地
・
建
物
等
の
売
買
・
贈
与
・

相
続
等
の
登
記
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
熊
本

地
方
法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
９
月
19
日
（
第
３
木
曜
日
）

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
15
時

　
　
　
（
た
だ
し
、
12
時
〜
13
時
を
除
き
ま
す
）

■
場
所　
阿
蘇
市
役
所
内
牧
支
所
会
議
室

　
　
　
　
（
阿
蘇
市
内
牧
１
１
１
１
の
３
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課
庶
務
係

　
℡
０
９
６
（
３
６
４
）
２
１
４
５
（
代
表
）

無
料
登
記
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す

毎
年
９
月
24
日
〜
30
日
は

結
核
予
防
週
間
で
す

■
実
施
機
関　
熊
本
地
方
法
務
局
・
熊
本
県

　
　
　
　
　
　

人
権
擁
護
委
員
連
合
会

■
実
施
期
間　
９
月
９
日
（
月
）
〜
15
日
（
日
）

■
受
付
時
間

　

○
９
月
９
日
（
月
）
〜
13
日
（
金
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　

○
９
月
14
日
（
土
）
〜
15
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
電
話
相
談
先　
０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

■
相
談
者　
人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

■
相
談
内
容
（
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
）

　

虐
待
、
差
別
、
偏
見
等
高
齢
者
・
障
害
者
を

め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

　
　

設
立
に
関
す
る
こ
と

　

○
遺
言
・
相
続
に
関
す
る
こ
と

　

○
会
計
記
帳
・
内
容
証
明
書
・
契
約
書
の

　
　

作
成
に
関
す
る
こ
と

■
電
話
無
料
相
談

　
○
日
時　
10
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
○
電
話　
０
９
６
（
３
８
５
）
７
３
０
１

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
行
政
書
士
会

　
℡
０
９
６
（
３
８
５
）
７
３
０
０
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熊
本
県
子
ど
も
未
来
課
で
は
、
保
育
士
資
格

を
有
す
る
人
を
対
象
に
、「
平
成
25
年
度
第
１

回
潜
在
保
育
士
就
職
支
援
研
修
会
」
を
開
催
し

ま
す
。　

■
日
時　
10
月
26
日（
土
）13
時
〜
16
時（
予
定
）

■
場
所　
こ
う
の
と
り
保
育
園

　
　
　
　
（
菊
陽
町
原
水
５
６
６
６
の
２
２
）

■
内
容　

　

講
義
、
保
育
士
体
験
談
、
保
育
園
視
察
な
ど

　

こ
の
研
修
会
は
、
今
後
、
八
代
地
域
、
玉
名
・

荒
尾
地
域
等
に
お
い
て
も
開
催
予
定
で
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
保
育
協
会

　
℡
０
９
６
（
３
２
２
）
０
０
３
８

　

取
引
や
証
明
の
た
め
に
使
用
す
る「
は
か
り
」

や
「
分
銅
・
お
も
り
」
は
、
計
量
法
の
規
定
に

よ
り
２
年
に
１
回
の
定
期
検
査
を
受
け
る
よ
う

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

　
９
月
19
日（
木
）
10
時
〜
12
時　
草
部
出
張
所

　
　
　
　
　

  　

  

13
時
30
分
〜
15
時　
朋
遊
館

　
９
月
20
日
（
金
）

　
　

10
時
30
分
〜
15
時（
12
時
〜
13
時
を
除
く
）

　
　

高
森
総
合
セ
ン
タ
ー

■
持
参
物
・
料
金

　

計
量
器
（
質
量
計
等
）、
手
数
料
（
１
台
あ

た
り
５
０
０
円
〜
２
２
０
０
円
）

■
検
査
対
象
の
計
量
器

　

商
店
等
で
商
品
の
売
買
に
使
用
す
る
は
か

り
、
病
院
・
薬
局
等
で
使
用
し
て
い
る
調
剤
用

の
は
か
り
、
学
校
・
病
院
・
保
育
園
等
で
使
用

し
て
い
る
体
重
測
定
用
の
は
か
り
、
農
協
・
漁

協
な
ど
流
通
物
資
の
集
荷
・
出
荷
等
に
使
用
す

る
は
か
り
、
宅
配
な
ど
運
送
業
者
等
が
貨
物
の

潜
在
保
育
士
の
保
育
所
就
職
を

支
援
し
ま
す
！

　
「
住
宅
・
土
地
統

計
調
査
」
は
、
５
年

に
一
度
実
施
さ
れ
て

い
る
住
生
活
に
関
す

る
最
も
基
本
的
で
重

要
な
調
査
で
、
全

国
約
３
５
０
万
世

帯
、
高
森
町
で
は
約

３
３
０
世
帯
を
対
象

と
し
た
大
規
模
な
調

査
で
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、

近
年
に
お
い
て
多
様

化
し
て
い
る
国
民
の
居
住
形
態
や
少
子
・
高
齢

化
等
の
社
会
・
経
済
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、

住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
の
み
な
ら
ず
、
①
住
生
活
を

支
え
る
居
住
環
境
、②
耐
震
性
・
防
火
性
と
い
っ

た
住
宅
性
能
水
準
の
達
成
度
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

性
能
住
宅
、
③
土
地
の
有
効
利
用
状
況
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
調
査
世
帯
へ
調

査
票
の
記
入
を
お
願
い
に
伺
い
ま
す
の
で
、
調

査
票
へ
の
記
入
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
政
策
推
進
課　
政
策
企
画
係

　
℡
（
６
２
）
１
１
１
１
（
内
線
１
５
４
）

計
量
器
の
定
期
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

運
賃
算
出
用
に
使
用
す
る
は
か
り
、
農
業
・
漁

業
等
の
生
産
者
が
生
産
物
資
等
の
売
買
に
使
用

す
る
は
か
り

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
政
策
推
進
課　
商
工
観
光
係

　
℡
（
６
２
）
１
１
１
１
（
内
線
１
５
５
）

　
（
一
社
）
熊
本
県
計
量
協
会

　
℡
０
９
６
（
３
６
７
）
７
８
１
６
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8/13
おかえりフェスタ（河原地区）

8/14
社倉盆踊り（草部・社倉地区） 8/15

妙見やまめ祭り（上津留地区）

　今年も町内の各地区で夏祭りが開催されました。それぞれ趣向を凝らした内容で、子ども
からお年寄りまでたくさんの笑顔があふれていました。

8/15　奥阿蘇ふるさとまつり
（草部総合センター）

8/14
山鳥地区納涼祭（色見・山鳥地区）

8/14　草部北部夏まつり「かえっ
てこんか～い」（高森自然学校）

8/13　上色見納涼祭
（上色見総合センター）

8/11
昭和まつり（高森駅広場）

8/3　梅香苑納涼夏祭り
7/27　色見保育園納涼祭

7/25　根子岳復興祭
（上色見・前原地区）

8/12　標高 700㍍納涼祭
（高森町朋遊館）
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と
も
あ
り
ま
す
！

　

※
提
供
い
た
だ
い
た
写
真
・
画
像
は
返
却
で

き
ま
せ
ん
。

　

対
応
メ
デ
ィ
ア
は
、
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
、
Ｓ
Ｄ
カ
ー

ド
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
と
な
り
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ

Ｓ
Ｄ
、
Ｓ
Ｄ
Ｈ
Ｃ
、
Ｓ
Ｄ
Ｘ
Ｃ
に
は
未
対
応
で

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
蘇
保
健
所

　
℡
０
９
６
７
（
３
２
）
０
５
３
５

　
農
林
政
策
課　
農
林
振
興
係

　
℡
（
６
２
）
１
１
１
１
（
内
線
４
１
５
）

農
地
所
有
者
の
み
な
さ
ん
へ

遊
休
農
地
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

農
業
委
員
会
で
は
毎
年
一
回
、
町
内
の
農
地

の
利
用
状
況
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

多
く
見
受
け
ら
れ
る
の
が
、
遊
休
農
地
で
す
。

●
遊
休
農
地
と
は

・
一
年
以
上
耕
作
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
耕

作
さ
れ
る
見
込
み
の
な
い
農
地

・
周
辺
農
地
の
栽
培
方
法
と
比
較
し
て
著
し
く

劣
っ
て
い
る
農
地
（
栽
培
に
必
要
な
管
理
が

適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
い
農
地
）

　

遊
休
農
地
を
放
置
す
る
と
、
農
地
法
に
基
づ

き
、
所
有
者
に
指
導
・
勧
告
の
ほ
か
、
30
万
円

以
下
の
過
料
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

遊
休
農
地
は
、
病
害
虫
や
鳥
獣
害
の
発
生
等

の
原
因
と
な
り
、
周
辺
地
域
に
迷
惑
を
か
け
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。「
自
分
で
は
耕
作
で
き

な
い
、
農
地
を
使
っ
て
く
れ
る
人
が
見
つ
か
ら

な
い
」
場
合
は
、
農
業
委
員
や
農
業
委
員
会
に

相
談
し
、
農
地
を
適
切
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
森
町
農
業
委
員
会

　
℡
（
６
２
）
１
１
１
１
（
内
線
４
１
１
）

第
３
回
Ａ
ｓ
ｏ
動
物
愛
護
ま
つ
り

　

動
物
愛
護
週
間
に
伴
う
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
す
。
長
寿
動
物
の
表
彰
や
犬
の

し
つ
け
教
室
、
愛
犬
・
愛
猫
の
写
真
自
慢
コ
ー

ナ
ー
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ペ
ッ
ト

を
飼
っ
て
い
る
人
、
こ
れ
か
ら
飼
い
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
、
小
動
物
（
犬
・
猫
）
に
興
味

の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
９
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午（
雨
天
中
止
）

■
場
所　
は
な
阿
蘇
美

　
　
　
　
（
阿
蘇
市
小
里
７
８
１
）

　
　
　
　
（http://www.hanaasobi.info/

）

■
参
加
費　
無
料

　

※
会
場
の
都
合
上
、
ペ
ッ
ト
（
犬
・
猫
）

の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん

●
愛
犬
・
愛
猫
の
写
真
自
慢
コ
ー
ナ
ー

　

愛
犬
・
愛
猫
の
自
慢
の
写
真
を
募
集
し

ま
す
！
応
募
方
法
は
、当
日
（
９
月
22
日
）

に
写
真
も
し
く
は
写
真
が
記
録
さ
れ
て
い

る
メ
デ
ィ
ア
を
会
場
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
人
気
の
高
い
写
真
は
、
次
回
動
物
愛

護
ま
つ
り
の
ポ
ス
タ
ー
に
採
用
さ
れ
る
こ
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狂
句
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熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

登
記
相
談
の
予
約
制
に
つ
い
て

　

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局
の
登
記

相
談
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お
り
予
約
制
が

導
入
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
登
記
相
談
を
行
う
場
合
は
事
前
予
約

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
導
入
日　
10
月
1
日
（
火
）

■
予
約
受
付
開
始
日

　
９
月
24
日
（
火
）　

午
前
8
時
30
分
か
ら

■
相
談
日　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
　
　
　
　
（
年
末
年
始
、
休
日
を
除
く
）

■
電
話
番
号　
０
９
６
（
２
９
３
）
２
２
７
２

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

　

開
発
途
上
国
へ
の
技
術
協
力
や
人
材
育
成

を
行
っ
て
い
る
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
は
、
平
成
25
年
秋
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

熊
本
県
内
で
は
下
記
の
日
程
で
「
体
験
談
＆

説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
入
場
は
無
料
、

事
前
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
制
度
に
つ

い
て
の
説
明
や
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
体
験
談
・
活
動

紹
介
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

応
募
に
は
日
本
国
籍
と
語
学
ス
コ
ア
の
提

出
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
青
年
海
外
協
力
隊
（
満
20
歳
〜
満
39
歳
）

○
熊
本
会
場　
熊
本
市
国
際
交
流
会
館

　
　
　
（
熊
本
市
中
央
区
花
畑
町
４
番
18
号
）

　
９
月
28
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

　

10
月
５
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜

○
八
代
会
場　
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
（
八
代
市
新
町
５
番
20
号
）

　

10
月
19
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

■
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
満
40
歳
〜
満
69
歳
）

○
日
時　
９
月
28
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

○
場
所　
熊
本
市
国
際
交
流
会
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
班

　
℡
０
９
３
（
６
７
１
）
８
３
４
９
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健康講座健康講座
Healthy course

　９月に入り、少しずつ残暑も和らぐ季節になってきました。しかし、この季節は、暑い夏の疲れも
出て体調を崩しやすくなります。「最近食欲がない」「疲れがとれない」と感じている方はいらっ
しゃいませんか？その症状は、夏の疲れによるものかもしれません。「夏バテは暑い真夏のもの」と
思われるかもしれませんが、実際には暑い夏が過ぎ去った時期にかかる人が多いのです。
　今回は「夏バテ」をテーマに、爽やかに秋を迎える方法をご紹介します。

夏バテとは？
　夏バテの原因は、暑さや強い陽差しなどの環境ストレスによる体調の乱れや、自律神経の不調によ
るものです。主な症状は、全身倦怠感、食欲不振、消化不良、下痢、頭痛などです。近年は、冷房に
よる冷えなどにより、自律神経のバランスが崩れて、秋になってから不調を訴える人が増加している
ようです。

　自律神経が乱れると、内臓機能が低下して、食欲不振に…。
　夏の間の生活習慣をチェックしてみましょう！
　　□食事の量が減った。
　　□そうめん、冷やし中華などのあっさりとした食事が中心であった。
　　□かき氷、シャーベットなどの冷たいものをよく食べていた。
　　□夜寝るのが遅い。
　　□胃腸の調子が悪い。
　３つ以上当てはまる人は、要注意です。

 ☆元気に秋を過ごす為の夏バテ予防のポイント☆

①食事を見直しましょう 
　冷たいもののとりすぎは、胃腸の働きを抑えてしまいます。暑さで消耗した体力を取り戻し、弱っ
た胃腸の働きを整える為にも、冷たいものはなるべく控え、温かい飲み物や食べ物をとるようにしま
しょう。胃腸に負担をかけないよう、よく噛んでゆっくり食べることも大切です。また、疲労回復効果
のあるビタミンB１が豊富な、豚肉や大豆、かぼちゃ、ほうれん草など色の濃い野菜を食べましょう。

②湯船にしっかりつかり体を温める
　シャワーではなく、お風呂は湯船に浸かりましょう。夜、ぬるめのお湯につかることで、冷房など
によって冷えてしまった体を温め、体力の回復、胃腸の回復を助けてくれます。 

③生活にリズムをつけ、十分な睡眠を
　暑さで眠れず、夜更かしが重なったりすると、生活のリズムが狂ってきます。生活リズムのたて直
しは、まず睡眠をきちんと確保することからです。睡眠をしっかり取り、同じ時間に起きるようにし
ましょう。

夏バテを予防して快適な夏バテを予防して快適な
秋を過ごしましょう !!秋を過ごしましょう !!
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2013年 7月受付分（敬称略）

平成25年７月31日現在

↭←↝ʴӝ

人口／７，０３８人（△1）
男性／３，３４９人（＋2）
女性／３，６８９人（△3）
世帯／２，８４０世帯（＋7）

˨
̩
̰
˽
ᷣ
９
月
14
日

　
〜
10
月
15
日

［ 住 所 ］
高　森・横　町

高　森・　森　

高　森・昭　和

高　森・津　留

［ 死 亡 者 ］
林　　賢作

岩下ツキエ

甲斐　文雄

藤原　誠志

［年齢］

90

94

93

76

［ 御 遺 族 ］

林　　秀和

岩下　雅文

甲斐サミ子

藤原キワ子

休日在宅医
◎診療は午前9時から午後5時まで

　９月16日 平 田 医 院 ℡（62）0216

　９月22日 のむら内科クリニック ℡096（292）2250

　９月23日 藤 本 医 院 ℡（67）0020

　９月29日 寺崎内科胃腸科クリニック ℡（62）0378

10月　6日 南郷谷整形外科医院 ℡（62）3351

10月13日 渡 邊 内 科 ℡（67）1777

10月14日 後 藤 医 院 ℡（67）0019

■９月16日～10月15日分

༎

ਬ

ࢃ

ܱ

▼
今
月
号
は
、
８
月
19

日
に
全
国
優
勝
し
た
剣

道
部
を
は
じ
め
、
高
森

中
学
校
生
の
活
躍
を
大

き
く
紹
介
す
る
構
成
と

な
り
ま
し
た
。「
成
功
体

験
が
自
信
を
生
む
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
快
挙
は
高
森
町

の
子
ど
も
た
ち
に
自
信

や
、
夢
、
希
望
、
誇
り

を
与
え
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
本
当
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。


᱔

愛の
ご寄付
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●
９
月
14
日
（
土
）
〜
16
日
（
月
）

　
・
敬
老
会
（
町
内
各
地
域
で
開
催
さ
れ
ま
す
）

●
９
月
17
日
（
火
）

　
・
役
場
支
払
日

●
９
月
20
日
（
金
）

　
・
パ
パ
マ
マ
セ
ミ
ナ
ー
（
妊
娠
編
）

　
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／
19
時
〜

●
９
月
25
日
（
水
）

　
・
役
場
支
払
日

●
９
月
27
日
（
金
）

　
・
年
金
相
談
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／
10
時
〜
15
時

●
９
月
29
日
（
日
）

　
・
パ
パ
マ
マ
セ
ミ
ナ
ー
（
育
児
編
）

　
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／
10
時
〜

●
10
月
３
日
（
木
）

　
・
尾
下
菅
原
神
社　
秋
の
大
祭
（
尾
下
菅
原
神
社
）

●
10
月
７
日
（
月
）

　
・
役
場
支
払
日

●
10
月
８
日
（
火
）

　
・
７
〜
８
か
月
児
健
康
相
談
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
／
９
時
30
分
〜

　
・
４
か
月
児
健
診
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
／
13
時
30
分
〜

●町社会福祉協議会へ（順不同、敬称略）
［香典返し］
桐原仕農夫　　藤原　誠一　　甲斐　サミ子
岩下　雅文　　藤野　イク
［一般寄付］
興梠　善眞

●広報寄付（順不同、敬称略）
白浜　武史（福岡県遠賀町）
田邉　健雄（愛知県尾張旭市）



平成25年９月５日発行　　　発　行／高森町役場　　　編　集／政策推進課　　　 〒869-1602　熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
TEL 0967-62-1111　 FAX 0967-62-1174　 http://www.town.takamori.kumamoto.jp/　　　　　 印　 刷 ／ コ ロ ニ ー 印 刷

高森中学校柔道部・吹奏楽部が大活躍
県大会を突破、熊本県熊本県代表に！

　今年の夏は高森中学校生が大活躍！剣道部（２・３面に詳細）、吹奏楽部、女子柔道
部が相次いで県大会を突破し、熊本県代表に選ばれました。
　７月 27 日に熊本県立劇場で「熊本県吹奏楽コンクールＢパートの部」が行われ、吹
奏楽部は初の最優秀金賞を獲得し、熊本県代表に選ばれました。
　翌 28 日に行われた熊本県中学校体育大会で、柔道女子個人戦に出場した荒牧美咲さ
んは見事準優勝。九州大会の出場を勝ち取りました。
　８月１日、優勝報告のため高森町役場へ草村町長を表敬訪問。町長から激励の言葉を
受け、部員たちは来たる大会へ向け、決意を新たにしました。

女子柔道部 吹奏楽部

　女子柔道部の荒牧さんは、８月６日に山鹿市で開催された九州中学校体育大会に出場。
見事ベスト８へ進出することができました。
　吹奏楽部は８月９日、鹿児島市で開かれた「第９回南九州吹奏楽コンテスト」に出場
し、奨励賞を受賞しました。

▲記念のカメラに収まる荒牧さん（右から２人目） ▲初出場の南九州大会に臨んだ吹奏楽部員たち（鹿児島市にて）


